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学会日程表

第 1日（6月 3日　金曜日）

第1会場　札幌コンベンションセンター　1F大ホール

9：00 〜 10：30
シンポジウム 1-1　SY1-1

	 「救急医療における多職種連携に関する取り組み①」
	 座長	 帝京平成大学地域医療学部		医療スポーツ学科	 大橋　教良
	 	 埼玉医科大学総合医療センター		高度救命救急センター	 堤　　晴彦

SY1-1-1（N）	FMEAを用いた初期診療における緊急CT検査
	 リスクマネジメントと多職種連携

	………………………………………… 東京医科大学病院		救命救急センター	 佐伯　悦彦
SY1-1-2（D）	救急医療における診療科間・多職種との連携
	 ―チーム医療推進委員会を立ち上げて―

	………………………………… 順天堂大学医学部附属浦安病院		救急診療科	 田中　　裕
SY1-1-3（C）	救命救急センター集中治療室に入室した重症患者の
	 家族の心理・社会的問題への取り組み

	……………………………………………… 聖路加国際病院		医療社会事業科	 神田　美佳
SY1-1-4（D）	相談支援センター開設〜救急医療と病診連携・医療福祉の連携〜

	………………………………………………………………………荒尾市民病院	 松園　幸雅
SY1-1-5（D）		救急医療における多職種連携に関する取り組み：
	 救命救急センタースタッフによるデータベース構築の取り組み

	………………………………………………… 北里大学医学部		救命救急医学	 神應　知道
SY1-1-6（D）	救急医療におけるmultidisciplinary トレーニングのサイエンスと方法

	…………………………………………… 獨協医科大学越谷病院		救急医療科	 池上　敬一

10：30 〜 12：00
ワークショップ 2　WS2

	 「災害時における多職種の連携」
	 	座長	 東京医科歯科大学大学院		医歯学総合研究科		救急災害医学分野	 大友　康裕
	 	 国士舘大学大学院		救急システム研究科	 田中　秀治

WS2-1（D）	 災害時における多機関・多職種連携を進めるには？
	…………………………………………………………兵庫県災害医療センター	 中山　伸一

WS2-2（D）	 複数傷病者事案における救助と医療の連携訓練の試み
	………………………………………………… 佐賀大学医学部		救急医学講座	 山下　友子

WS2-3（D）	 地方自治体における集団傷病者発生時現場における消防
	 ―医療連携の構築について　〜埼玉県の場合〜

	…………………… 埼玉医科大学総合医療センター		高度救命救急センター	 福島　憲治
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WS2-4（D）	 広域医療搬送におけるDMAT, 消防および自衛隊の連携
	 ―自衛隊輸送艦「くにさき」を SCUとした利用―

	………………………………社会医療法人財団		大樹会		総合病院		回生病院	 関　　啓輔
WS2-5（D）	 多数傷病者対応事案における警察（官）との連携

	………………………………………… 日本医科大学		高度救命救急センター	 布施　　明
WS2-6（D）	 災害急性期からの遺族支援のための多職種連携
	 〜日本DMORT研究会の活動から〜

	……………………………兵庫医科大学	救急・災害医学		救命救急センター	 久保山一敏

13：15 〜 13：45
会員総会

13：45 〜 14：45
会長・副会長講演

	 「救急医療における連携」
	 	 札幌医科大学医学部		救急・集中治療医学講座	 浅井　康文
	 「多職種のチームの医療と看護師の役割―特定看護師（仮称）の誕生（？）とチーム医療―」
	 	 札幌市立大学		看護学部	 中村　惠子
	 「消防機関と救急医療の連携について」
	 	 北海道救急医学会救急隊員部会・札幌市消防局長	 遠藤　敏晴
	 司会	 熊本大学医学部		侵襲制御医学	 木下　順弘

14：45 〜 16：15
シンポジウム 1-2　SY1-2

	 「救急医療における多職種連携に関する取り組み②」
	 座長	 東京医科大学		救急医学講座	 太田　祥一
	 	 愛知医科大学附属病院		高度救命救急センター	 中川　　隆

SY1-2-1（D）	複数消防機関との連携による消防・病院協力型ドクターカーの運用
	…………………………愛知厚生連		海南病院	集中治療部・救急部・麻酔科	 坪内　宏樹

SY1-2-2（E）	救急連携パスにおける救急隊へのフィードバック内容の分析
	……………………………………………………………… 東京消防庁		救急部	 小久保有祐

SY1-2-3（E）	多職種間における情報連携の試み
	………………………………………………………… 東京消防庁		昭島消防署	 後藤健太郎

SY1-2-4（C）	救急隊員のための分娩介助シナリオ想定訓練の評価と今後の課題
	………………………………………… 諏訪中央病院		国士舘大学非常勤講師	 中川　朝美

SY1-2-5（D）	多職種連携のための「多数傷病者対応標準化プログラム
	 （Mass	Casualty	Life	Support;	MCLS）」開発の経緯と今後のコース展開

	………………… 日本集団災害医学会		災害医療コーディネーション委員会	 大友　康裕	
SY1-2-6（D）	介護福祉士と社会福祉士に対する脳卒中救急教育
	 ACT-F.A.S.T. 講習コースの実施と効果分析

	………………………………………………………… 札幌医科大学		神経内科	 齊藤　正樹
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16：20 〜 18：20
特別企画 1　SP1

	 「東日本大震災特別報告会」
	 座長	 国立病院機構災害医療センター		臨床研究部	 小井土雄一
	 	 兵庫県災害医療センター	 中山　伸一
	 特別発言	 国立病院機構		災害医療センター		名誉院長	 辺見　　弘
	 	 国士舘大学大学院		救急システム研究科		研究科長	 島崎　修次
	 SP1-1	 岩手医科大学附属病院・県高度救命救急センター	 秋冨　慎司
	 SP1-2	 大崎市民病院		救命救急センター	 大庭　正敏
	 SP1-3	 前橋赤十字病院　高度救命救急センター集中治療科・救急科	 中村　光伸
	 SP1-4	 国立病院機構災害医療センター		臨床研究部	 近藤　久禎
	 SP1-5	 日本看護協会	 石井美恵子
	 SP1-6	 石巻赤十字病院	 石井　　正
	 SP1-7	 医療法人社団		誠和会白髭橋病院	 石原　　哲

第 2会場　1F　特別会議場

9：00 〜 10：30
ワークショップ 1　WS1

	 「MC−消防法改正に伴う搬送基準など」
	 座長	 日本医師会	 石井　正三
	 	 福岡大学医学部		救命救急医学講座	 石倉　宏恭

WS1-1（E）	 砺波医療圏の取組
	………………………………………………………砺波地域消防組合消防本部	 林　　一夫

WS1-2（D）	 岐阜県における救急搬送基準の見直しについて
	……………………………………………… 大垣市民病院		救命救急センター	 山口　　均

WS1-3（D）	 栃木県搬送・受入基準とその影響について
	………………………………………………………… 自治医科大学		救急医学	 山下　圭輔

WS1-4（D）	 新たなる搬送基準作成からみえてきた救急体制の現状と問題点
	………………………横浜市MC協議会		緊急度・重症度識別等検討委員会	 伊巻　尚平

WS1-5（D）	 救急医療の東京ルール；地域救急医療センター構想にみる一地域
	 （区西南部地域）の現況と展望

	………………………………………………………日本赤十字社医療センター	 林　　宗博
WS1-6（E）	 神戸市における脳卒中活動の質的向上への取り組み

	…………………………………………………… 神戸市消防局		警防部救急課	 杉山　　隼
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10：30 〜 11：00
教育講演 1　EL1

	 「救急医療における新たなチーム医療」
	 	 昭和大学医学部救急医学講座，昭和大学病院救命救急センター	 有賀　　徹
	 司会	 北里大学医学部		救命救急医学	 相馬　一亥

11：00 〜 11：30
教育講演 2　EL2

	 「民間救急救命士養成組織の現状と展望」
	 	 一般社団法人全国救急救命士教育施設協議会		代表理事	 太田　宗夫
	 司会	 公益財団法人東京防災救急協会		専務理事（救急事業本部長）	 野口　英一

11：30 〜 12：00
教育講演 3　EL3

	 「Post-Cardiac	Arrest	Syndrome	（PCAS）	を考える」	 千葉大学		名誉教授	 平澤　博之
	 司会	 山口県立総合医療センター	 前川　剛志

14：45 〜 15：15
教育講演 4　EL4

	 「災害看護―ヘルスプロモーションの視点からそれぞれの専門職領域の重なりに光をあてて―」
	 	 特定非営利活動法人		災害看護支援機構	 山㟢　達枝
	 司会	 自治医科大学		救急医学教室	 鈴川　正之

15：15 〜 15：45
教育講演 5　EL5

	 「重症セプシスの新規薬物療法」	 慶應義塾大学		名誉教授	 相川　直樹
	 司会	 北海道大学医学部		侵襲制御医学講座		救急医学分野	 丸藤　　哲

15：45 〜 16：15
教育講演 6　EL6

	 「福島原発の今後（仮題）」	 医療法人青虎会		フジ虎ノ門整形外科病院	 前川　和彦
	 司会	 国士舘大学大学院		救急システム研究科	 島崎　修次
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第 3会場　1F　中ホールA

9：00 〜 10：30
パネルディスカッション 1　PD1

	 「心肺蘇生−Guideline	2010 とその導入に関して」
	 座長	 慶応義塾大学医学部		救急医学教室	 堀　　進悟
	 	 信州大学医学部		救急集中治療医学講座	 岡元　和文

PD1-1（D）	 市民は死戦期呼吸をどのように評価しているのか？
	 ―通信指令員による積極的な口頭指導を行うために―

	…………………………………… 奈良県立医科大学		高度救命救急センター	 福島　英賢
PD1-2（D）	 バイスタンダーCPRの質と生存率

	……………………………………… 札幌医科大学		救急・集中治療医学講座	 丹野　克俊
PD1-3（E）	 バイスタンダーCPR実施率向上への取り組み
	 ―バランス・スコアーカードの活用―

	…………………………………………………………埼玉県幸手市消防署本署	 田村　正史
PD1-4（E）	 胸骨圧迫のテンポ上限に関する研究	―胸骨圧迫テンポと疲労度から―

	…………………………… 京都橘大学		現代ビジネス学部		救急救命コース	 安田　康晴
PD1-5（D）	 G2010 に伴う胸骨圧迫の深さの変更が，
	 心肺蘇生自己学習システムによる心肺蘇生教育に与える影響

	………………………………………… 山口大学医学部附属病院		集中治療部	 若松　弘也
PD1-6（D）	 G2010 版 BLS	PWW（Practice	While	Watching）ビデオの作製

	…………………………… 愛知医科大学高度救命救急センター		救命救急科	 竹内　昭憲

10：40 〜 11：28
一般演題
「多職種連携 1」
	 座長	 聖路加国際病院		救急部	 石松　伸一

O-001（E）	 直接メディカルコントロール	〜 Dr.car 連携にて〜
	………………………………………………… 東京消防庁		救急部救急管理課	 原田　直樹

O-002（D）	 Rapid	Response	System 導入は多職種連携から始まる
	……………………………………………… 聖マリアンナ医科大学		救急医学	 児玉　貴光

O-003（N）	 院内急変対応システムの現状と教育プログラムの構築
	……………………………………………………… 東京医科大学病院		看護部	 川原千香子

O-004（D）	 救急外来全スタッフが行う救急トリアージ・システムの構築とその成果
	………………………………………………………… 名古屋記念病院		救急部	 武内　有城

O-005（D）	 いわゆる東京ルールをとりまく現状と当院の取り組み
	………………………… 順天堂大学医学部附属練馬病院		救急・集中治療科	 杉田　　学

O-006（C）	 病院内に勤務する救急救命士の現状と問題点
	……………………… 社会医療法人財団慈泉会相澤病院		救命救急センター	 中込　　悠
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12：15 〜 13：15
ランチョンセミナー 1　LS1	 共催：エドワーズライフサイエンス株式会社

	 「救急・集中治療における血行動態最適化を目指した患者管理」
	 	 公立豊岡病院		但馬救命救急センター	 小林　誠人
	 司会	 札幌医科大学		救急・集中治療医学講座	 今泉　　均

14：45 〜 15：25
一般演題

	 「多職種連携 2」
	 座長	 社会医療法人孝仁会		釧路孝仁会記念病院	 齋藤　孝次

O-007（N）	 ケースワーカーの早期介入による社会的入院患者の減少
	 〜地域連携を意識した初療での対応の考察〜

	……………………JAとりで総合医療センター（旧総合病院取手協同病院）	 染谷　泰子
O-008（D）	 当院救命救急センターにおける医療ソーシャルワーカー（MSW）の活動と必要性

	………………………………………………… 昭和大学医学部		救急医学講座	 田中　啓司
O-009（D）	 多組織の実務者による救急懇談会 5年間の取りくみ
	 ―30 回の積み重ねで得られた連携の意義は？―

	…………………………………………… 長岡赤十字病院		救命救急センター	 内藤万砂文
O-010	 高齢者搬送先選定困難例に関する検討

	……………国立国際医療研究センター病院	救急・総合診療部		第一救急科	 桐山　瑶子
O-011（N）	 特殊事例の多職種間での共有〜院内検討会の報告〜

	…………………………… 信州大学医学部附属病院		高度救命救急センター	 瀧澤　仁美

15：25 〜 16：13
一般演題

	 「多職種連携 3」	
	 座長	 東京医科歯科大学医学部附属病院		救命救急センター・ERセンター	 加地　正人

O-012（D）	 救急医療領域における特定看護師（Nurse	Practitioner：NP）の
	 教育の現状と将来展望

	……… 独立行政法人国立病院機構		東京医療センター		救急救命センター	 菊野　隆明
O-013（D）	 フィジカルアセスメントに基づいた病棟急変対応トレーニングの効果
	 ：気付きからチームによる初期対応まで

	…… 京都府立医科大学大学院医学研究科		救急・災害医療システム学講座	 山畑　佳篤
O-014（D）	 ER における多職種との連携と問題点への取り組み

	………………………………………………… 公立陶生病院		救急集中治療部	 市原　利彦
O-015（D）	 当院救命救急センターにおける多職種とのチーム医療の実際

	……………………………………………………昭和大学医学部救急医学講座	 田中　啓司
O-016	 演題取り下げ
O-017（C）	 救急医療における緊急検査室の取り組み

	…………………………… 愛知医科大学病院		中央臨床検査部		緊急検査室	 末廣　吉男
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16：13 〜 16：53
一般演題

	 「多職種連携 4」
	 座長	 行岡医学研究会行岡病院		麻酔・救急・集中治療科	 行岡　秀和

O-018（E）	 病院前救護における 119 番通報および口頭指導は
	 市民にどのように認知されているか	

	……………………………………………………………………草加市消防本部	 松山千恵美
O-019（E）	 ヘリ搬送における他機関との連携について

	…………………………………………………………札幌市消防局消防航空隊	 篠原　　健
O-020（D）	 救急医療における多職種連携に関する取り組み
	 警察との連携の在り方を考える

	…………………………………………………九州大学病院救命救急センター	 永田　高志
O-021（E）	 病院前救護における警察機関と消防機関の連携強化の取り組み

	……………………………………………………………………出雲市消防本部	 手銭　俊貴
O-022（E）	 医療機関との連携

	………………………………………………………恵庭市消防本部救急指令課	 一戸　一真

16：50 〜 18：20
パネルディスカッション 2　PD2

	 「航空機を用いた救急医療―現状と展望」
	 座長	 弘前大学医学部		救急災害医学講座	 浅利　　靖
	 	 日本医科大学千葉北総病院		救命救急センター	 益子　邦洋

PD2-1（D）	 大阪府ドクターヘリの導入が二次医療圏に与える影響について検討
	…………………………… 大阪大学医学部附属病院		高度救命救急センター	 中川　雄公

PD2-2（D）	 近距離出動のレスポンスタイムによるドクターヘリとドクターカーの比較
	……………………………………………愛知医科大学高度救命救急センター	 中川　　隆

PD2-3（D）	 北海道道南圏における航空機搬送の現状と課題
	……………………………………………… 市立函館病院		救命救急センター	 武山　佳洋

PD2-4（D）	 民間救急搬送ヘリコプターの航空救急医療における役割：二年半の実績と今後の展望
	…………………………… 社会医療法人財団		池友会		救急搬送システム部	 冨岡　譲二

PD2-5（D）	 岡山県のドクター・ヘリ，消防防災ヘリコプターによる救急医療活動の現状と展望
	………………………………………………… 倉敷芸術科学大学		生命科学部	 大川　元久

PD2-6（D）	 3 府県共同運航ドクターヘリ事業の現状から考察される航空医療の展望と課題
	………………………………………… 公立豊岡病院		但馬救命救急センター	 小林　誠人
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第 4会場　1F　中ホールB

9：00 〜 9：40
一般演題

	 「災害 1」
	 座長	 獨協医科大学		救急医学	 小野　一之

O-023（N）	 固定型除染室を使用した除染訓練実施後の除染症例受入れの報告
	……………………………………………… 名古屋第二赤十字病院		救急外来	 斉藤亜紀江

O-024（E）	 雷撃症による多数傷病者取り扱いに関する留意事項
	 ―メディカルラリーの結果を通じて―

	……………………………………………………………埼玉県入間市消防本部	 金子　正幸
O-025（D）	 実戦的病院避難訓練（第二報）

	…………………………………………………… 京都第一赤十字病院		救急部	 高階謙一郎
O-026（D）	 Tactical	Medical	Team（戦術的医療チーム）の創設に向けて

	………………………………………… 日本医科大学	高度救命救急センター	 布施　　明
O-027（D）	 中規模病院におけるマンパワー不足時の循環器救急体制についての検討

	……………………………………………………………………長崎光晴会病院	 石崎　正彦

9：45 〜 10：33
一般演題

	 「災害 2」
	 座長	 医療法人社団		誠和会白鬚橋病院	 石原　　哲

O-028（D）	 集団災害訓練参加者へのアンケート調査による分析
	 ―災害時対応時の問題点の抽出―

	…………………………………… 日赤和歌山医療センター		救急集中治療部	 千代　孝夫
O-029（D）	 大分県における大分DMAT隊員養成と隊員の質の維持・向上へ向けての取り組み

	…………… 大分DMAT代表幹事		大分三愛メディカルセンター		救急科	 玉井　文洋
O-030（D）	 院内除染システム立ち上げと除染訓練について

	……………………………………… 徳島赤十字病院		高度救命救急センター	 福田　　靖
O-031（D）	 災害時の	Hospital	Surge	における災害拠点病院からみたMedical-Ambulance	連携

	…………………………………社会医療法人		誠光会		草津総合病院		救急部	 川瀬　鉄典
O-032（D）	 当院における多職種職員に対する災害医療教育の検討

	…………………………………… 国立大阪医療センター		救命救急センター	 若井　聡智
O-033（N）	 災害訓練の必要性に対する意識を高めるための条件

	………………… 聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院		救命救急センター	 太田　直美
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10：38 〜 11：26
一般演題

	 「災害 3」
	 座長	 群馬県消防学校		救急科	 饗場　庄一

O-034（D）	 APECにおける当院の救急・災害医療体制
	 ―会場直近の二次救急・災害拠点病院として―

	…………………………………………………… けいゆう病院		救急センター	 湯浅　洋司
O-035（D）	 我が国初のRテロ（ダーティーボム）訓練に参加して
	 ―平成 22 年度茨城県国民保護共同実動訓練から―

	……………………………………………筑波大学水戸地域医療教育センター	 遠藤　　聖
O-036（D）	 日常的なDMAT	訓練が，多数傷病者発生の交通外傷事案の救助において
	 有効と考えられた一例

	……………………………… 都立多摩総合医療センター		救命救急センター	 森川健太郎
O-037（C）	 日本初？　警察と合同のグリーフケア実践訓練も取り入れた，
	 超急性期災害救護訓練について

	…………………………………………………………日本赤十字社京都府支部	 美濃　秀隆
O-038（D）	 多数傷病者に対するトリアージにおいて黒タグを使用した多重衝突事故事例

	…………………………………札幌医科大学医学部救急・集中治療医学講座	 沢本　圭悟
O-039（D）	 QRコードと GPS を用いたデジタル・トリアージタグの開発

	…………………………………………… 獨協医科大学越谷病院		救急医療科	 山田浩二郎

12：15 〜 13：15
ランチョンセミナー 2　LS2	 共催：レールダルメディカルジャパン株式会社 /
	 　　　株式会社フィリップスエレクトロニクスジャパン

	 「CoSTRとガイドライン 2010 −ガイドラインから実践へ」
	 	 帝京大学医学部	救急医学講座	 坂本　哲也
	 司会	 岡山大学大学院	医歯薬学総合研究科		救急医学分野	 氏家　良人

14：45 〜 15：25
一般演題

	 「救急救命士・処置 /静脈路」
	 座長	 学校法人産業技術学園北海道ハイテクノロジー専門学校	 田辺　　敦

O-040（E）	 静脈路確保人形を用いた救急救命士と看護師の静脈路確保技術の比較調査
	…………………………………………………………日高西部消防組合消防署	 岡村　博之

O-041（E）	 救急救命士の静脈路内輸液についての意識と現況
	…………………………………………………………関西医科大学救急医学科	 諌山　憲司

O-042（E）	 救急救命士による静脈内輸液の現状―全国ウツタイン様式データより―
	……………………………………………………… 関西医科大学		救急医学科	 諌山　憲司

O-043（E）	 静脈路確保の客観的難易度評価を目的とした静脈路評価分類の作成
	…………………………………………………………………………東京消防庁	 岡田　知己

O-044（E）	 救急救命士のBone	Injection	Gun による小児への骨髄内輸液の有用性と課題
	……………………………………………………… 関西医科大学		救急医学科	 諌山　憲司
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15：30 〜 16：18
一般演題

	 「救命救急センターの諸問題 1」
	 座長	 東北大学大学院	医学系研究科		外科病態学講座		救急医学分野	 久志本成樹

O-045（D）	 療養所に救命救急センターがやってきた！
	…………………国立病院機構北海道医療センター救命救急センター救急科	 七戸　康夫

O-046（D）	 当院，当地区の救急医の現状
	……………………………………………………………川口市立医療センター	 直江　康孝

O-047（D）	 千里救命救急センターの現状と今後の展望
	……………………………………… 済生会千里病院		千里救命救急センター	 林　　靖之

O-048（D）	 不応需理由からみた救命センターの問題点
	……………………………… 横浜市立みなと赤十字病院		救命救急センター	 八木　啓一

O-049	 演題取り下げ
O-050（D）	 21 世紀の医師養成からみた三次救急医療施設の限界

	…………………………………………… 獨協医科大学越谷病院	救急医療科	 池上　敬一

16：23 〜 17：11
一般演題

	 「救命救急センターの諸問題 2」
	 座長	 横浜市立みなと赤十字病院		救命救急センター	 八木　啓一

O-051（D）	 有床精神科を有する高次救急病院における救急外来受診者
	 全例調査からみえる患者動向と精神科疾患症例の特徴

	………………… 国立病院機構		熊本医療センター		救命救急・集中治療部	 橋本　　聡
O-052（D）	 精神疾患を有した外傷患者の問題点

	………… 独立行政法人国立病院機構災害医療センター		救命救急センター	 吉岡　早戸
O-053（D）	 高齢者と精神疾患患者と救命救急センター

	………… 独立行政法人国立病院機構災害医療センター		救命救急センター	 小笠原智子
O-054（D）	 超高齢化社会が救命救急センターに及ぼす諸問題について

	………………………………… 順天堂大学医学部付属浦安病院		救急診療科	 福本　祐一
O-055	 地域中核病院救命センターにおける入院患者重症度の定量的評価

	………………………………………………… 多摩総合医療センター		救急科	 金子　　仁
O-056	 演題取り下げ

17：16 〜 17：56
一般演題

	 「救命救急センターの諸問題 3」
	 座長	 順天堂大学医学部附属浦安病院		救急診療科	 田中　　裕

O-057（D）	 レジデントから見たERにおける暴行・暴言の現状
	…………………………………………………東京都立多摩総合医療センター	 北見　欣一

O-058（D）	 ICUにおける経胸壁心臓超音波検査の有用性
	………………………………………………… 昭和大学医学部		救急医学講座	 渡邉真樹子

O-059（D）	 On-the-Job-Training としてのTwo	Minutes	Lesson の有効性の検討
	……………………………………………………大阪市立大学医学部附属病院	 田口　博一
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O-060（D）	 ハイビジョンビデオ会議／画像伝送システムによる救急医療支援の効果
	…………………………………………大阪大学大学院医学系研究科救急医学	 鍬方　安行

O-061（D）	 ドクターカー・ドクターヘリ活動が出場医師に及ぼす心的ストレス
	 ―全国調査の結果より―

	…………………………………………………… 日本医科大学		救急医学教室	 増野　智彦

第 5会場　1F　107 室

9：00 〜 9：40
一般演題

	 「救急看護 1」
	 座長	 山口大学大学院		医学系研究科	 山勢　博彰

O-062（N）	 電子カルテ集積データによる救命救急センターの看護業務効率化に関する検討
	…………………………………………………… 佐賀大学		救命救急センター	 岩崎　好子

O-063（D）	 救急現場における看護師からの臓器提供選択肢提示についての検討
	……………………… 聖マリアンナ医科大学		移植医療支援室		脳神経外科	 小野　　元

O-064（N）	 エンゼルケアについての実態調査
	……………………………… 川崎医科大学附属病院		高度救命救急センター	 槙本　浩子

O-065（N）	 救命救急センターにおける手指衛生・個人防護具の着用状況に
	 焦点を当てた吸引手技の現状調査

	…………………………………独立行政法人		国立病院機構	呉医療センター
	 ・中国がんセンター		救命救急センター	 国島　正義

O-066（C）	 救命救急センターにおける抗菌薬の適正使用に向けた使用状況調査
	…………………………………… 国立病院機構		熊本医療センター		薬剤科	 花田　聖典

9：45 〜 10：33
一般演題

	 「救急看護 2」
	 座長	 医療法人マックシール巽病院	 中谷　茂子

O-067（N）	 看護師に対する外傷対応コースの試み
	…………………………………………………… 自衛隊中央病院		集中治療室	 浦部　誉子

O-068（D）	 ER ナースに対する気管挿管介助シミュレーションの現状
	………………………………………… 脳神経センター大田記念病院		救急部	 佐藤　圭路

O-069（N）	 看護必要度確認業務における医療情報システム操作行動の分析と考察
	…………………………………………………… 佐賀大学		救命救急センター	 濱本真由美

O-070（N）	 外傷患者初期看護におけるフローチャートの有用性
	…………………………………… 神戸大学医学部附属病院		救急・放射線部	 衣笠　　舞

O-071（N）	 新人看護師のインシデント発生要因と今後の課題　複数の患者を受け持つ心理的背景
	……………………………………………………… 福岡徳洲会病院		救急外来	 佐々野　真

O-072（N）	 救急搬送された患者の家族のニーズと看護師の意識調査
	………………………………………… 岩手県立久慈病院		救命救急センター	 杉山　千佳
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10：38 〜 11：18
一般演題

	 「救急看護 3」
	 座長	 日本赤十字社和歌山医療センター	 芝田　里花

O-073（N）	 救急看護ケアのエビデンス構築を目指して
	 ―低侵襲循環動態モニター：ビジレオを導入して―

	……………………………… 大阪府済生会千里病院		千里救命救急センター	 西内八重美
O-074（N）	 救急外来のトリアージの検証と今後の課題

	…………………………… 総合病院国保旭中央病院	救命救急センター外来	 内野　佑美
O-075（N）	 救急領域におけるジェネラリストの育成

	……………………………………………… 北里大学病院		救命救急センター	 土屋　志保
O-076（N）	 災害拠点病院における救急看護師の役割〜病院全職員の意識改革を目指して〜

	……………………………………………… 北里大学病院		救命救急センター	 梶山　和美
O-077（N）	 トリアージナース導入の現状と問題点

	……………………………………………… 大垣市民病院		救命救急センター	 高木　仁美

14：45 〜 16：15
特別企画 2　SP2

	 「救急医療における倫理」
	 座長	 日本大学附属板橋病院		救命救急センター	 丹正　勝久
	 	 西南女学院大学		認定看護師教育課程集中ケア	 寺師　　榮

SP2-1（D）	 救急医療における倫理
	……………………………………聖路加国際病院救急部・救命救急センター	 石松　伸一

SP2-2（N）	 真のアドボケイトをめざし看護師としてできること
	 ―看護師が倫理的側面でジレンマを感じる場面から―

	…………………………………………… 聖マリアンナ医科大学病院		看護部	 藤野　智子
SP2-3（N）	 救急医療チームのなかで看護師は何をどのように考えるべきか
	 ―倫理的問題の価値観の理解と客観的判断の必要性

	…………………………………札幌医科大学附属病院高度救命救急センター	 神田　直樹
SP2-4（E）	 救急医療における倫理―救急救命士教育の立場から―

	…… 京都橘大学	現代ビジネス学部現代マネジメント学科救急救命コース	 安田　康晴
SP2-5（C）	 薬物療法における倫理と薬剤師の役割―コンプライアンスからアドヒアランスへ―

	…………………………………………………………… 広島大学病院		薬剤部	 畝井　浩子

16：30 〜 17：18
一般演題

	 「救急救命士の教育」
	 座長	 福島県立医科大学	医学部救急医療学講座	 田勢長一郎

O-078（E）	 名古屋市救急救命士養成教育における効果的なシミュレーション実習について
	………………………………………………………名古屋市救急救命士養成所	 田島　典夫

O-079（D）	 名古屋市救急救命士養成教育における重症病態トレーニング実習の新しい試み
	…………………………………………… 愛知医科大学		地域救急医療学講座	 青木　瑠里
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O-080（D）	 救急救命士養成教育におけるメディカルラリーの有用性について
	……………………………帝京平成大学医療スポーツ学科救急救命士コース	 大橋　教良

O-081（D）	 救急救命士の再教育講習―2年目の取り組み―
	……………………………………………愛知県救急業務推進協議会作業部会	 田渕　昭彦

O-082（E）	 新潟市救急ステーションを拠点とした救急救命士の再教育について
	…………………………………………………………… 新潟市消防局		救急課	 瀧澤栄史東

O-083（D）	 救急救命士教育の現状と課題	―救急救命東京研修所の場合―
	………………………………………………………………救急救命東京研修所	 徳永　尊彦

17：23 〜 18：11
一般演題

	 「救急救命士の処置範囲・再教育 1」
	 座長	 横浜市立市民病院		救命救急センター	 伊巻　尚平

O-084（C）	 多数傷病者対応現場指揮トレーニングプログラムの必要性
	………………………………………………………石狩北部地区消防事務組合	 中島　正行

O-085（D）	 東京都における救急医療の地域連携のあり方
	 ―いわゆる救急医療の東京ルールについての問題点と課題

	………………………………………… 日本医科大学		高度救命救急センター	 田中　俊尚
O-086（D）	 東京研修所での 2名体制救急活動教育

	…………………………………………… 救急振興財団		救急救命東京研修所	 南　浩一郎
O-087（D）	 MCにおける再教育実習のあり方：
	 救急救命士における静脈路確保の再教育の必要性の検討

	………………………………… 川崎市立川崎病院		救命救急センター救急科	 伊藤　壮一
O-088（E）	 救急救命士の再教育における現状と課題について

	…………………………………………………… 札幌市消防局		警防部救急課	 金木　修一
O-089（E）	 救急ワークステーションにおける救急救命士教育について（第二報）

	……………………………………………………………………高槻市消防本部	 久保　良一

第 6会場　1F　108 室

9：00 〜 9：48
一般演題

	 「救急トリアージ 1」
	 座長	 順天堂大学医学部附属練馬病院	 杉田　　学

O-090（N）	 救急医療におけるトリアージシステムの需要
	…………………………………… 富山大学大学院		医科学専攻（修士課程）	 西塔依久美

O-091（N）	 ER 型救命センターの看護師によるアンダートリアージ要因の傾向について
	………………………………… 神戸市立医療センター中央市民病院		救急部	 田岡奈津紀

O-092（D）	 小児救急外来トリアージ精度向上への対策〜教育効果の観点から〜
	……………………………………… 北九州市立八幡病院		小児救急センター	 西山　和孝

O-093（N）	 ERにおけるトリアージタッグ記入訓練と救急搬送患者の重症度区分に関する後ろ向き調査
	……………………………………………… 大崎市民病院		救命救急センター	 大友　智美
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O-094（D）	 Glasgow	Coma	Scale の開眼と最良運動反応の組み合わせの相違は
	 意識障害患者のトリアージに有用か

	……………………………… 帝京大学		医学部付属病院		救命救急センター	 安心院康彦
O-095（D）	 東京ルールで当院に搬送された重症例の検討

	……………………… 順天堂大学医学部附属		練馬病院		救急・集中治療科	 山本　敬洋

9：53 〜 10：41
一般演題

	 「救急トリアージ 2」
	 座長	 三重大学医学部附属病院		救命救急センター	 今井　　寛

O-096（N）	 トリアージナース導入による看護師の意識の変化		〜アンケート結果から〜
	……………………………………… 東京都立多摩総合医療センター	看護部	 中島　文江

O-097（N）	 待合トリアージの実施を定着させる試み
	………………………………………………………… 岡崎市民病院		救外部門	 郡山　明美

O-098（N）	 トリアージナースの教育方法の検討
	…………………筑波メディカルセンター病院	救命救急センター		救急外来	 鴻巣　有加

O-099（N）	 トリアージシステムが看護師の意識にあたえる影響
	……………………………………………………日本赤十字九州国際看護大学	 濱元　淳子

O-100（N）	 JTAS プロトタイプ導入後の医師の意識の変化
	……………………………………………………日本赤十字九州国際看護大学	 濱元　淳子

O-101（N）	 JTAS プロトタイプ導入後のトリアージナースの意識の変化
	……………………………………………………日本赤十字九州国際看護大学	 濱元　淳子

10：46 〜 11：26
一般演題

	 「救急トリアージ 3」
	 座長	 公立大学法人		横浜市立大学大学院医学研究科救急医学	 森村　尚登

O-102（N）	 カナダにおけるトリアージナースとパラメディックの連携
	………………………………………… 武蔵野赤十字病院		救命救急センター	 西塔依久美

O-103（N）	 救急医不在の二次救急病院で試行的にトリアージナースを導入した効果
	……………………………………………………………………福井赤十字病院	 朝田　和枝

O-104（N）	 二次救急病院における小児トリアージの導入効果
	…………………………………… 社会医療法人誠光会草津総合病院		救急部	 宮嶋美希子

O-105（N）	 JTAS プロトタイプ導入後の看護師によるトリアージの変化
	……………………………………………………日本赤十字九州国際看護大学	 濱元　淳子

O-106（N）	 トリアージナースの質的向上に向けての取り組み
	…… 沖縄県立南部医療センター・こども医療センター		救命救急センター	 屋比久由貴
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14：45 〜 15：25
一般演題

	 「病院前救護 1」
	 座長	 新潟大学医学部		救急医学教室	 遠藤　　裕

O-107（E）	 バイスタンダーへのフォローアップの取り組み
	………………………………………………………………………岡山市消防局	 頼定　　誠

O-108（D）	 心停止の予知と予防−日本の医療現場に今求められる
	 心停止の PreventableDeath を防ぐ教育へ

	…………………………………………………… 岩手医科大学	救急医学講座	 秋冨　慎司
O-109（D）	 小児蘇生処置の経験頻度と自己効力感―PALS 受講者アンケート調査からの検討―

	……………………………………………… 九州大学病院		救命救急センター	 賀来　典之
O-110（E）	 救急現場でのエアウェイスコープⓇ（AWS）の有効性とその習熟度について

	………………………………………………… 東京消防庁		救急部救急管理課	 門脇　秀一
O-111（E）	 消防組織全体で考える救命率の向上

	………………………………………………… 相模原市消防局		警防・救急課	 三澤　　誠

15：30 〜 16：10
一般演題

	 「病院前救護 2」
	 座長	 松戸市立病院		救急部	 渋谷　正徳

O-112（E）	 現場活動に有効な事後検証会のあり方
	…………………………………………南那須地区広域行政事務組合消防本部	 小林　信一

O-113（D）	 ドクターカー運用開始	〜成果と課題〜
	…………………………愛知厚生連	海南病院		集中治療部・救急部・麻酔科	 川出　健嗣

O-114（D）	 乗用車型ドクターカー（DMERC）が高速道路上に出場した 67 事案の検討
	…………………………… 岐阜県立多治見病院		救命救急センター・麻酔科	 山田　富雄

O-115（D）	 出場距離別にみた乗用車型ドクターカーDMERCの活動分析
	…………………………… 岐阜県立多治見病院		救命救急センター・麻酔科	 間渕　則文

O-116（E）	 札幌市における医師搬送の現状
	…………………………………………………… 札幌市消防局		警防部救急課	 河内　伸一

16：15 〜 16：55
一般演題

	 「病院前救護 3」
	 座長	 神戸大学大学院		医学系研究科		災害・救急医学	 川嶋　隆久

O-117（E）	 RSS	（Rescue	Support	System）による正確な情報伝達と傷病者情報提供（第 7報）
	…………………………………………………………………飯塚地区消防本部	 渡辺　　康

O-118（E）	 当院救命救急センターにおける救急搬入時の活動記録票の再評価（第 1報）
	…………………………………………… 足利赤十字病院		救命救急センター	 坂庭　弘晃

O-119（D）	 福岡県内の気管挿管認定救急救命士の活動状況；平成 19 〜 21 年
	…………………………………………………………… 福岡市民病院		麻酔科	 笠　　和子
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O-120（E）	 札幌市消防局救急ワークステーションにおける長期研修
	 （救急救命士指導者養成研修）について

	…………………………………………………… 札幌市消防局		警防部救急課	 伊藤　　幹
O-121（D）	 全国の病院前周産期救護の現状調査と教育コースの必要性

	……………………………………………………………… 隠岐病院		産婦人科	 加藤　一朗

17：00 〜 17：48
一般演題

	 「病院前救護 4」
	 座長	 国立病院機構北海道医療センター		救急科		 七戸　康夫

O-122（E）	 救急現場における外傷観察の現状
	………………………………………………………………………大津市消防局	 小田　浩文

O-123（E）	 救急現場での胸部観察における一考察
	………………………………………………………………………大津市消防局	 小田　浩文

O-124（N）	 救急救命士の傷病者観察票に対する記載の認識
	………………………………………… 高知医療センター		救命救急センター	 村上　志穂

O-125（D）	 救急隊員による頭部外傷患者の意識レベル評価〜現状・問題点と今後の課題〜
	……………………………………… 静岡済生会総合病院		救命救急センター	 米盛　輝武

O-126（E）	 静脈路確保に関する調査研究
	…………………………………………………………………………東京消防庁	 吉岡やよい

O-127（E）	 救急救命士複数乗車に関する意見調査からみた今後のプレホスピタルに関する検討
	……………………………………… 国士舘大学大学院		救急システム研究科	 高橋　宏幸

第 7会場　1F　104・105 室

9：00 〜 9：48
一般演題

	 「CPA1」
	 座長	 国際医療福祉大学病院		救急医療部	 篠澤洋太郎

O-128（D）	 心肺停止（CPA）事案における口頭指導の実際と課題〜	函館市の場合	〜
	……………………………………………… 市立函館病院		救命救急センター	 岡本　博之

O-129（E）	 埼玉県東部地域メディカルコントロール協議会主催の救急指令係員講習会
	……………………………………………………………………杉戸町消防本部	 武井　孝之

O-130（D）	 口頭指導時の指導内容別バイスタンダーCPR実施状況の検討
	 	〜ウツタイン大阪プロジェクトより〜

	…………………………… 大阪大学医学部附属病院		高度救命救急センター	 酒井　智彦
O-131（D）	 口頭指導による bystander	CPR 実施率向上の課題

	………………………………………信州大学	医学部		救急集中治療医学講座	 岩下　具美
O-132（D）	 医学部 4年生に対するガイドライン 2010 を用いた BLS トレーニングの経験

	………………………………………………… 横浜市立大学医学部		救急医学	 石山　美保
O-133（D）	 看護学部 1年生の心肺蘇生手技習得の現状

	………………………………… 順天堂大学医学部附属静岡病院		救急診療科	 卯津羅雅彦
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9：48 〜 10：28
一般演題

	 「CPA2」
	 座長	 大阪府済生会千里病院		救命救急センター	 林　　靖之

O-134（N）	 大学病院における非医療従事者の心肺蘇生法に対する意識調査と取り組み
	 〜阪大病院 PUSH講習会〜

	…………………………… 大阪大学医学部附属病院		高度救命救急センタ—	 呉　　聖人
O-135（N）	 大学病院における非医療従事者に対する胸骨圧迫のみの心肺蘇生法の教育効果
	 〜阪大病院 PUSH講習会〜

	……………………………………………大阪大学医学部附属病院集中治療部	 小嵜　　緑
O-136（D）	 日本プロ野球公式試合に併設した大規模救急蘇生イベントの取り組みについて

	………………………………………… 広島大学病院		高度救命救急センター	 板井　純治
O-137（C）	 一般事務職員に対する救急蘇生法およびAED利用方法の講習会の実施

	…………… 自治医科大学		医学部		メディカルシミュレーションセンター	 淺田　義和
O-138（D）	 小中学校生に対して胸骨圧迫の速度の指標として，校歌を利用する有用性について

	…………………………………………… 済生会二日市病院		救急総合診療部	 恒吉　俊美

10：33 〜 11：13
一般演題

	 「CPA3」
	 座長	 横浜労災病院	 兼坂　　茂

O-139（D）	 心脳蘇生中の近赤外線分光法（NIRS）を用いた脳循環代謝の評価
	…………………………………………………… 駿河台日本大学病院		救急科	 八木　　司

O-140（D）	 VF/VTによる心停止後の冠動脈造影の適応
	…………………………………… 船橋市立医療センター		救命救急センター	 大塚　亮太

O-141（D）	 当院における脳低体温療法の現状と課題
	……………………………………… 京都第二赤十字病院		救命救急センター	 檜垣　　聡

O-142（D）	 院外心肺機能停止症例におけるCOヘモグロビン濃度の臨床的意義
	………………………………………………… 防衛医科大学校		病院		救急部	 柳川　洋一

O-143（D）	 ICU患者における動脈圧波形と近赤外線分光装置から得られる
	 脳ヘモグロビン変化との比較検討

	……………………………………………… 聖マリアンナ医科大学		救急医学	 小山　泰明

11：13 〜 11：53
一般演題

	 「CPA4」
	 座長	 加納総合病院	 福田　充宏

O-144（N）	 院内急変対応訓練における胸骨圧迫の質の現況
	…………………… 公立大学法人		横浜市立大学附属市民総合医療センター
	 	高度救命救急センター	 三浦　友也

O-145（D）	 ガイドライン 2010 の導入―救急蘇生講習会と院内救急マニュアル
	…………………………………………国家公務員共済組合連合会呉共済病院	 石川　雅巳
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O-146（D）	 当院の院内急変CPA事例に対する取り組み
	…………………………………… 自治医科大学付属病院		救命救急センター	 阿野　正樹

O-147（D）	 ICLS コースの今後を考える
	…………………… 済生会熊本病院	外科センター・救急総合診療センター	 松本　孝嗣

O-148（D）	 効果的・効率的・魅力的な普通救命講習のデザイン
	…………………………………………… 獨協医科大学越谷病院		救急医療科	 池上　敬一

14：45 〜 15：33
一般演題

	 「CPA5」
	 座長	 前橋赤十字病院		高度救命救急センター	 中野　　実

O-149（D）	 1 時間 38 分心室細動が持続したが，バイスタンダー蘇生術，
	 心肺補助装置により，後遺症無く回復した 1例

	……………………………………………………… 県立広島病院		循環器内科	 佐倉　拓朗
O-150（E）	 ハーフマラソン中に心肺停止となった一例〜不整脈誘発試験後の除細動器植え込み〜

	……………………………………………………………………草加市消防本部	 長㟢　啓子
O-151（E）	 窒息 CPA傷病者で異物除去前に心拍再開し社会復帰した事例

	……………………………………………………………………所沢市消防本部	 北田　将次
O-152（D）	 胸骨圧迫による大動脈損傷が疑われた 1症例

	………………………………… 独立行政法人		北海道医療センター		救急科	 佐藤　智洋
O-153（C）	 山岳地帯でCPAになった要救助者を救出した山岳救助事例

	……………………………………札幌市消防局南消防署警防課南特別救助隊	 辻　　宣拓
O-154（D）	 マラソン中に突然心肺停止となり，救命の連鎖により社会復帰した 1例

	…………………………………………… 石巻赤十字病院		救命救急センター	 浅沼敬一郎

15：38 〜 16：26
一般演題

	 「CPA6」
	 座長	 順天堂大学医学部附属静岡病院		救急診療科	 卯津羅雅彦

O-155（D）	 救急救命士による気管挿管は心肺蘇生に有効である
	……………………………………………………… 市立吹田市民病院		麻酔科	 嶋田　文彦

O-156（D）	 院外心停止患者における救急隊による
	 食道閉鎖式エアウェイ挿入までの時間と予後の関係

	…………………………………札幌医科大学医学部救急・集中治療医学講座	 前川　邦彦
O-157（E）	 人工呼吸介助を必要とする患者に合併する胃膨満症例の特徴

	…………………………………………………………………………東京消防庁	 森田　泰邦
O-158（D）	 救急活動記録票からみた佐賀県の病院前救護の現状と課題
	 	―人工呼吸時間が短すぎる？―

	……………………………佐賀県立病院		好生館		救命救急センター		救急科	 藤田　尚宏
O-159（D）	 声門上器具 i-gel	Ⓡの救急領域での有用性について

	…………………………………………………………関西医科大学救急医学科	 宮㟢　秀行
O-160（D）	 I-gel，Air-Q と各種ラリンジアルマスクの挿入時間，挿入成功率の比較検討

	………………………………………………………………救急救命東京研修所	 横山　　徹
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16：31 〜 17：19
一般演題

	 「小児・高齢者救急」
	 座長	 岸和田徳洲会病院		救急救命センター	 篠崎　正博

O-161（D）	 小児 3次救急医療施設に搬送された救急患者と病院選定の検討
	………………………………………… 兵庫県立こども病院		救急集中治療科	 福原　信一

O-162（D）	 福岡MC地域における小児救急搬送状況の現状
	……………………………………………… 九州大学病院		救命救急センター	 賀来　典之

O-163（D）	 当院 ERの受診状況からみた小児頭部外傷の救急医療体制
	……………………………………………… 淀川キリスト教病院		救急診療科	 廣田　哲也

O-164（D）	 救急医療における超高齢者（85 歳以上）の問題点
	……………………………………… 茨城西南医療センター病院		救急救命科	 岡野英里子

O-165（E）	 北九州市の高齢化と救急需要
	……………………………北九州市消防局	救急課		救急ワークステーション	 江藤　　茂

O-166（D）	 救急外来を受診した高齢自己転倒患者における急性内因性疾患の関与
	………………………………………………… 耳原総合病院		救急総合診療科	 田端　志郎

17：24 〜 18：04
一般演題

	 「小児産科」
	 座長	 札幌医科大学		高度救命救急センター	 成松　英智

O-167（D）	 救急医が産科診療を学ぶ手段と意義について
	……………………………………………………………………愛仁会高槻病院	 村井　　隆

O-168（E）	 寒冷地における病院前産科救急研修の取り組み
	…………………………………………………………………北見地区消防組合	 瀬野　慎吾

O-169（N）	 周産期救急におけるテレフォントリアージの試み
	………………………………………………………… 株式会社		シャイニング	 小山内夕乃

O-170（D）	 当院救急外来における小児虐待の検討
	……………………………… 東京都都立小児総合医療センター		救急診療科	 高林　見和

O-171（N）	 A病院における小児救急の保健指導の必要性
	………………………… 順天堂大学医学部附属練馬病院		看護部		救急外来	 鈴木智代子

第 8会場　2F　小ホール

9：00 〜 9：48
一般演題

	 「外傷頭部 1」
	 座長	 野崎徳洲会病院	救急科	 呉　　教東

O-172（D）	 上位頸髄損傷後の徐脈に対し，テオフィリンが有効であった一例
	…………………………… 山口大学医学部附属病院		先進救急医療センター	 福田　信也

O-173（D）	 小児の外傷性頸髄・頸椎損傷
	…………………………………………………大阪府立泉州救命救急センター	 西村　奈穂
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O-174（D）	 びまん性軸索損傷における磁化率強調画像（SWI）の有用性
	…………………………………… 奈良県立医科大学		高度救命救急センター	 岩村あさみ

O-175（D）	 穿通性頭部外傷の 5例
	………………………………………… 高知医療センター		救命救急センター	 田中　公章

O-176（D）	 重症頭部外傷に対するトラネキサム酸投与の有用性
	………………………………………… 大阪府三島救命救急センター		救急科	 山口　桂司

O-177（D）	 頭部外傷における転帰不良例の検討
	……………………………… 川崎市立川崎病院		救命救急センター		救急科	 権守　　智

9：53 〜 10：33
一般演題

	 「外傷頭部 2」
	 座長	 大阪大学医学部	救急医学	 塩崎　忠彦

O-178（D）	 リン酸カルシウム骨ペーストで頭蓋形成術を行った開放性頭蓋骨骨折の一例
	…………………………………………… 関西医科大学		医学部		救急医学科	 前田　裕仁

O-179（D）	 硬球による頭部外傷後に中枢性の顔面神経，舌下神経および三叉神経麻痺を来した一例
	……………………………… 埼玉医科大学総合医療センター		救急科（ER）	 松枝　秀世

O-180（D）	 高所転落による頭蓋底骨折にて両側舌咽迷走神経麻痺，小脳梗塞を来した一例
	………………………………… 国立病院機構熊本医療センター		救命救急部	 北田　真己

O-181（D）	 電動ノコギリによる頭部外傷の 1例
	………………………………………………………………………大和市立病院	 小泉　寛之

O-182（D）	 両側瞳孔散大・対光反射消失が継続した急性硬膜下血腫の 1救命例
	…………………… 埼玉医科大学総合医療センター		高度救命救急センター	 熊井戸邦佳

10：38 〜 11：26
一般演題

	 「外傷胸部」
	 座長	 大分大学医学部		救急医学講座	 重光　　修

O-183（D）	 遅発性血胸をきたし開胸止血術を要した鈍的多発外傷の一例
	…………………………………………………………… 県立広島病院		救急科	 鈴木　光洋

O-184	 外傷大動脈解離により腎不全が遷延した 1例
	………………………………………………… 高崎総合医療センター		救急科	 石川　哲也

O-185（D）	 経胸壁超音波を用いて経過観察をおこなった外傷性胸部大動脈解離の一例
	……………………………………………… 昭和大学		医学部		救急医学講座	 宮本　和幸

O-186（D）	 穿通性腹部大動脈損傷に対して 2期的手術で救命し得た 1例
	…………………………………………………………… 公立昭和病院		救急科	 小島　直樹

O-187（D）	 上腕骨骨折に伴った腋窩動脈仮性動脈瘤破裂の 1例
	…………………………………………………… 岡崎市民病院		心臓血管外科	 長谷川雅彦

O-188（D）	 胸部鈍的外傷による気管損傷の 1例
	………………………………………………………近畿大学	医学部		救急医学	 木村　貴明
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12：15 〜 13：15
ランチョンセミナー 3　LS3	 共催：丸石製薬株式会社
	 	　　　ホスピーラ・ジャパン株式会社

	 「ICU	acquired	delirium	―	A	to	Z」
	 	 山口大学大学院医学系研究科		救急・生体侵襲制御医学分野	 鶴田　良介
	 司会	 日本医科大学大学院		侵襲生体管理学（救急医学）	 横田　裕行

14：45 〜 15：25
一般演題

	 「外傷顔面」
	 座長	 高知医療センター・救命救急センター	 村田　厚夫

O-189（C）	 頚部痛の精査中に発見された舌骨骨折の 1例
	……………………………………………………… 群馬大学		臓器病態救急学	 澤田　悠輔

O-190（D）	 気道緊急に陥ったサーフボード顔面外傷の 1例
	………………………… 公立大学法人福島県立医科大学		救命救急センター	 大野　雄康

O-191（D）	 多発顔面外傷に対し経カテーテル的動脈塞栓術（TAE）を施行し救命し得た 1例
	……………………… 独立行政法人国立病院機構		長崎医療センター救急科	 西野雄一朗

O-192（D）	 近距離においてもドクターヘリによる現場医師派遣が有効であった症例
	……………………………………… 埼玉医科大学総合医療センター		救急科	 平松玄太郎

O-193（D）	 早期外科的治療にて改善した外傷性視神経障害の 1例
	………………………………… 埼玉医科大学国際医療センター		救命救急科	 中島　弘之

15：30 〜 16：18
一般演題

	 「消化器 1」
	 座長	 大阪市立大学大学院医学研究科救急生体管理医学	 溝端　康光

O-194（D）	 長期停滞後に内視鏡的除去を施行した食道異物の 2症例
	…………………………………………………岩手医科大学		医学部	救急医学	 井上　義博

O-195（D）	 食道破裂症例に対するCTガイド下ドレナージの有用性
	………………………………………………… 北里大学医学部		救命救急医学	 山谷　立大

O-196（D）	 特発性食道破裂	〜当センターの経験と今後の方針〜
	…………………………………………………東京医科歯科大学救急災害医学	 堀米　正幸

O-197（D）	 乳児期に発見された遅発性先天性横隔膜ヘルニアの一症例
	………………………………………………… 愛知医科大学病院		救命救急科	 野口　裕記

O-198（D）	 小児急性胃腸炎に対する経口補水療法の有効性についての検討
	…………………………………………………… 横浜労災病院		救急センター	 藤井　公一

O-199（D）	 肝円索内血腫を伴った急性腹症の一例
	…………………………………………………… 済生会横浜市南部病院		外科	 窪田　　徹
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16：23 〜 17：11
一般演題

	 「消化器 2」
	 座長	 昭和大学藤が丘病院		救急医学科	 成原健太郎

O-200（D）	 胃癌術後腹腔内出血に対してDamage	Control	Surgery（DCS）を行った一例
	…………………………… 東京都立多摩総合医療センター		初期臨床研修医	 瀬戸　克年

O-201（D）	 穿孔性腹膜炎で発症した肺未分化癌，胃および多発小腸転移の 1例
	…………………………………………………………… 市立四日市病院		外科	 徳永　晴策

O-202（D）	 若年発症の下膵十二指腸動脈瘤破裂の 1例
	……………………………………………………………………福岡赤十字病院	 皆川　雄郷

O-203（D）	 慢性 C型肝炎・肝細胞癌加療中に胆嚢出血・胆嚢破裂を来たした急性腹症の一例
	…………………………………………… 慶應義塾大学医学部		救急医学教室	 高田　智司

O-204（D）	 脾動脈瘤破裂による消化管出血の 1例
	………………………………………………………………京都第二赤十字病院	 小田　和正

O-205（D）	 当院における門脈ガス血症 14 症例について
	…………………………………………………………………島根県立中央病院	 川上　　潮

17：16 〜 18：04
一般演題

	 「消化器 3」
	 座長	 済生会横浜市東部病院		救命救急センター	 北野　光秀

O-206（D）	 低体温，消化管出血にマスクされた劇症型腸管壊死の 1例
	………………………………………………… 産業医科大学		救急集中治療部	 末崎　光一

O-207（D）	 当院で経験した上腸間膜動脈症候群の 5例
	………………………………………………… 高知医療センター		消化器外科	 大石　一行

O-208（D）	 特発性大網出血の一例
	…………………………………日本医科大学付属病院高度救命救急センター	 関　厚二朗

O-209（D）	 内視鏡を施行した S状結腸軸捻転の検討
	………………… 東邦大学医療センター大森病院総合急病センター（救命）	 平野　直樹

O-210（D）	 S 状結腸捻転症手術例 13 例の臨床的検討
	…………………………………………………………… 佐世保中央病院		外科	 清水　輝久

O-211（D）	 保存的に治療した S状結腸憩室穿孔性腹膜炎の一例
	……………………………………………… 草津総合病院		消化器・一般外科	 松田　高幸

第 9会場　2F　204 室

9：00 〜 9：40
一般演題

	 「ER諸問題 1」
	 座長	 八戸市立市民病院		救命救急センター	 今　　明秀

O-212（C）	 医師と協働して行うソーシャルワーカーの転院支援
	…………………………………………… 兵庫医科大学病院		医療社会福祉部	 木村亜紀子



日臨救医誌（JJSEM）2011；14：124-82146

O-213（C）	 救命救急センターにおける身体・精神合併症例にかかわるMSWの現状と課題
	……………… 独立行政法人国立病院機構		大阪医療センター		医療相談室	 太田　裕子

O-214（D）	 二次救急医療機関ERより転院搬送を要した 141 例の検討
	…………………………………………………………… 河北総合病院		救急部	 金井　信恭

O-215（E）	 「病院照会サポートシステム」の整備・運用について	
	 〜病院収容所要時間の短縮へ向けて〜

	…………………………………………………………… 仙台市消防局		救急課	 岩田　和也
O-216（D）	 救急搬送受け入れ統計の見直しを！

	…………………………………… 川口市立医療センター		救命救急センター	 直江　康孝

9：45 〜 10：33
一般演題

	 「ER諸問題 2」
	 座長	 弘前大学医学部附属病院		総合診療部	 加藤　博之

O-217（D）	 二次救急病院におけるER型救急システムの構築
	………………………………………………若弘会	若草第一病院		救急診療科	 切通　雅也

O-218（D）	 二次救急医療機関は救急医の養成および供給源になり得るか
	…………………………………… 横須賀市立うわまち病院		救急総合診療部	 本多　英喜

O-219（D）	 相模原市における救急医療体制
	……………………………………………………………………相模原市医師会	 桐生　迪介

O-220（D）	 川越救急クリニック 1年の軌跡
	………………………………………………………………川越救急クリニック	 上原　　淳

O-221（D）	 当院救急部門における臨床研修医救急車同乗車実習
	……………………………… 社会医療法人厚生会		木沢記念病院		救急部門	 坂東磨沙人

O-222（D）	 ER 型救命救急センターにおける初期臨床研修到達
	……………………………………… 沖縄県立中部病院		地域救命救急診療科	 宮城　良充

10：38 〜 11：26
一般演題

	 「ER諸問題 3」
	 座長	 半田市立半田病院		救命救急センター	 田中　孝也

O-223（D）	 私は患者を現行犯逮捕した
	……………………………………………… 県西部浜松医療センター		救急科	 加藤　俊哉

O-224（D）	 宗教倫理面に配慮した救急医療対応
	……………………………………………………… 滋賀医科大学		法医学講座	 古川　智之

O-225（N）	 ER における診療拒否を決定するまでのプロセス
	………………………………………… 名古屋掖済会病院		救命救急センター	 山田　秀則

O-226（D）	 ER 型救命センターを何故受診するのか？
	…………………… 神戸市立医療センター中央市民病院		救命救急センター	 井上　　彰

O-227（N）	 救急病床開設後の救急外来の現状と問題点
	…………………………… 医療法人	社団東光会		戸田中央総合病院		救急部	 長坂　陽介

O-228（D）	 ER における経過観察床（ER病棟）の有用性について
	…………………………………………………… 横浜労災病院		救急センター	 三田　直人
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12：15 〜 13：15
ランチョンセミナー 4　LS4	 共催：コンソーシアムGEMITS アライアンスパートナーズ

	 「救急災害医療の全体最適化」
	 	 岐阜大学医学部附属病院		高次救命治療センター	 小倉　真治
	 司会	 神戸大学大学院	医学研究科		災害・救急医学	 石井　　昇

14：45 〜 15：25
一般演題

	 「心血管系 1」
	 座長	 東海大学医学部外科学系		救命救急医学	 山本五十年

O-229（D）	 覚醒剤の回し打ちにより，感染性心内膜炎をきたした一例
	………………… 国立病院機構		熊本医療センター		救命救急・集中治療部	 櫻井　聖大

O-230（D）	 失神発作を繰り返し突然死をきたした遅発性の放射線誘発性心膜炎の一例
	……………………………………………… 北里大学北里研究所病院		救急科	 島田　　恵

O-231（D）	 脳低温療法中のアミオダロン持続静注にて高度徐脈，洞停止をきたした 2例
	…………………………………………… 成田赤十字病院		救急・集中治療科	 志賀　康浩

O-232（D）	 救急外来でBrugada 症候群を見逃さないための工夫
	…………………………… 島根大学医学部附属病院		卒後臨床研修センター	 遠山　京子

O-233（D）	 最近 5年間に当救急センターに搬送された急性動脈閉塞症 10 例の検討
	……………………………………………………… 岩手県立久慈病院		救急科	 皆川　幸洋

15：30 〜 16：18
一般演題

	 「心血管系 2」
	 座長	 山梨大学医学部		救急集中治療医学講座	 松田　兼一

O-234（E）	 農薬中毒の患者が急性心筋梗塞を発症した一例
	……………………………………………………………………所沢市消防本部	 市川　　浩

O-235（N）	 ウォークインで来院した心筋梗塞患者のトリアージの現状について
	………………………………………… 伊那中央病院		地域救急医療センター	 吉沢　裕恵

O-236（D）	 急性心筋梗塞後にCRT-D（心臓再同期療法＋ ICD）を施行し，心機能の改善を認めた一例
	……………………………………………… 福岡大学病院		救命救急センター	 町田　　稔

O-237（D）	 Stent	fracture による超遠隔期ステント血栓症の一例
	………………………… 東邦大学医療センター大森病院		救命救急センター	 冠木　敬之

O-238（D）	 薬剤溶出性ステント留置 3カ月後に冠攣縮性狭心症を来たした一例
	………………………………………………… 慶應大学医学部		救急医学教室	 吉澤　　城

O-239（D）	 スポット尿中ナトリウムは急性心原性肺水腫に対するNPPVの成否を予測する
	…………………………………… 済生会横浜市東部病院		救命救急センター	 笹尾健一郎
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16：23 〜 17：11
一般演題

	 「心血管系 3」
	 座長	 札幌医科大学医学部		救急集中治療医学講座	 栗本　義彦

O-240（D）	 突然の右側腹部痛と両下肢脱力感を主訴とした大動脈解離の 1症例
	…………………………………………国家公務員共済組合連合会呉共済病院	 岡田健司郎

O-241（D）	 重症下肢虚血を伴ったスタンフォードA型急性大動脈解離の 2例
	……………………………………… 岐阜県総合医療センター		心臓血管外科	 森　　義雄

O-242（D）	 胸部大動脈瘤を合併した腹部大動脈瘤破裂に対して
	 右腋窩動脈より IABO挿入下に緊急手術を施行した一例

	……………………… 愛知厚生連		海南病院		集中治療部・救急部・麻酔科	 長縄　郁絵
O-243（D）	 結核性胸膜炎胸水貯留中破裂した胸部大動脈瘤に対する
	 ステントグラフトで救命できた 1例

	………………………………………………… 公立陶生病院		救急集中治療部	 小西　康貴
O-244（D）	 脳神経外科・整形外科疾患を疑わせるような症状を訴え救急搬送され
	 大動脈解離と診断された 5例

	……………………………医療法人		医誠会		医誠会病院		救急医療センター	 安井　大雅
O-245（D）	 大動脈解離（Stanford	B）に合併する呼吸不全は予測できるか

	………………………… 東邦大学医療センター大森病院		救命救急センター	 坪田　貴也

第 9会場　2F　204

17：16 〜 18：04
一般演題

	 「ショック」
	 座長	 名古屋大学医学部附属病院		救急部		集中治療部	 真弓　俊彦

O-246（D）	 シルデナフィル含有精力剤の副作用により心停止に陥ったと考えられた 1例
	……………………………………………………… 群馬大学		臓器病態救急学	 青木　　誠

O-247（D）	 診断に苦慮したショックを伴う多形滲出性紅斑の一症例
	………………………………………… 総合病院国保旭中央病院		救急救命科	 麻生将太郎

O-248（D）	 重篤なアシドーシスに至り人工呼吸管理を要したが軽快した
	 アルコール性ケシドーシスの一例

	………………………… 東邦大学医療センター大森病院		救命救急センター	 木内　俊介
O-249（D）	 粘液水腫昏睡 3症例の検討

	………………………………… 国立病院機構熊本医療センター		救命救急部	 児玉　章子
O-250	 上背部痛を主訴に来院し，急激に人工呼吸管理となった軸索型Guillain-Barré 症候群の一例

	………………………………………………………… 名古屋記念病院		救急部	 杉山　良太
O-251（D）	 救命し得たフルニエ壊疽による敗血症性ショックの一例

	………………………………………………………東京女子医科大学救急医学	 諸井　隆一
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第 10会場　2F　206 室

9：00 〜 9：48
一般演題

	 「救急病態 1」
	 座長	 山梨県立中央病院		救命救急センター	 松田　　潔

O-252（E）	 ドクターカー出場医師による血糖測定と血糖補正の効果
	…………………………………………………………………………東京消防庁	 白井　　忠

O-253（C）	 ドクターカー出場症例における低血糖患者への血糖測定とブドウ糖投与の効果
	…………………………………………国士舘大学大学院救急システム研究科	 喜熨斗智也

O-254（E）	 アルコール多飲に起因するショック症例から
	………………………………… 札幌市消防局清田消防署		警防課清田救急隊	 日詰　妙子

O-255（D）	 アルコール誘発性失神の一例
	………………………………………………… 慶應義塾大学医学部		救急医学	 佐藤　洋子

O-256（D）	 意識障害により診断された成人発症Ⅱ型シトルリン血症の 1例
	………………… 大阪府立急性期総合医療センター		高度救命救急センター	 小川　新史

O-257（D）	 重篤な呼吸障害を併発したスティーブンス・ジョンソン症候群の 1例
	…………………………… 大阪大学医学部附属病院		高度救命救急センター	 中川淳一郎

9：53 〜 10：41
一般演題

	 「救急病態 2」
	 座長	 日本医科大学武蔵小杉病院		救命救急センター	 畝本　恭子

O-258（D）	 通報内容と一致しない居室内における現場状況下で
新たな傷病者を救急隊が発見した 1例
	……………………… さいたま赤十字病院		救命救急センター		救急医学科	 早川　　桂

O-259（E）	 高齢者総合介護センターにて同時に 2件の CPAが発生した症例
	……………………………………………………枚方寝屋川消防組合消防本部	 美川　広嗣

O-260（C）	 強直性脊椎骨増殖症（Forestier 病）の 2例
	……………………………………… 済生会熊本病院		リハビリテーション部	 齋藤真希子

O-261（D）	 医師出動の現場で説得にもかかわらず遂行された目撃ありの高所墜落の 1例
	……………………… さいたま赤十字病院		救命救急センター		救急医学科	 清水　敬樹

O-262（E）	 自殺行為を繰り返す知的障害者保護についての一例
	……………………………………………………………那賀消防組合消防本部	 北小屋　裕

O-263（D）	 診断医に難渋した開心術後膵炎の 1例
	………………………………………………… 公立陶生病院		救急集中治療部	 鳥山　和浩



日臨救医誌（JJSEM）2011；14：124-82150

10：46 〜 11：34
一般演題

	 「救急病態 3」
	 座長	 日本大学救急医学系救急集中治療医学分野	 木下　浩作

O-264（D）	 当院 ERを受診しためまい 2183 例の検討
	…………………… 神戸市立医療センター中央市民病院		救命救急センター	 蛯名　正智

O-265（C）	 水上オートバイ事故の発生状況の分析と対策
	……………………………………… 国士舘大学大学院		救急システム研究科	 福島　圭介

O-266（D）	 救急施設間での緊急開頭手術対応の違いと問題点
	………………………………………………… 茅ヶ崎徳洲会病院		脳神経外科	 遠藤　昌孝

O-267（E）	 救急疾患の季節変動の研究	第 3 報
	…………………………………………………………………………東京消防庁	 小笠原英昭

O-268（D）	 当院 ERにおけるスタッフ医師の感じる交代勤務の利点・欠点
	……………………………………… 沖縄県立中部病院		地域救命救急診療科	 雨田　立憲

O-269（N）	 救命救急センターに勤務する看護師のモチベーションについて
	…………………………………………………………………人間総合科学大学	 林　　詳子

14：45 〜 15：25
一般演題

	 「救急病態 4」
	 座長	 東京警察病院		救急科	 切田　　学

O-270（D）	 蘇生後脳症で認める痙攣の臨床的意義
	……………………… 大阪市立大学大学院		医学研究科		救急生体管理医学	 高松　純平

O-271（E）	 四肢関節痛を主訴としたギランバレー症候群の症例
	…………………………………………………………小樽市消防署花園出張所	 佐野　道一

O-272（D）	 インスリンの皮下注射指示票に関する検討
	……………………………………………… 松戸市立病院		救命救急センター	 森本　文雄

O-273（D）	 当院へ救急搬送された低血糖症例の検討	〜救急隊による血糖測定の是非〜
	………………………… 順天堂大学医学部附属練馬病院		救急・集中治療科	 坂本　　壮

O-274（C）	 アドレナリン自己注射器（エピペン	Ⓡ）処方患者の再発及び管理状況
	………………………………………………………… 済生会熊本病院		薬剤部	 藤本　由紀

15：30 〜 16：18
一般演題

	 「脳血管 1」
	 座長	 富山大学医学部	救急・災害医学講座	 奥寺　　敬

O-275（D）	 特発性脊髄硬膜外血腫の 2症例
	………………………………………… 神戸大学医学部附属病院		救命救急科	 大村　和也

O-276（D）	 当院における特発性脊髄硬膜外血腫 17 例の検討
	……………………………………………… 新潟市民病院		救命救急センター	 小林かおり

O-277（D）	 器質化慢性硬膜下血腫の一例
	………………………………… 近畿大学医学部附属病院		救命救急センター	 畠中　剛久
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O-278（D）	 妊娠後期の脳出血の一例
	……………………………………… 山口大学医学部		先進救急医療センター	 田中　　亮

O-279（D）	 脳卒中急性期に突然発症した重症心血管合併症の検討
	…………………………………………………… 富士宮市立病院		脳神経外科	 高橋　宏史

O-280（D）	 片頭痛誘発の痙攣重積発作の一例
	………………………………… 長野赤十字病院		救命救急センター		救急部	 山川　耕司

16：23 〜 17：03
一般演題

	 「脳血管 2」
	 座長	 防衛医科大学校病院		救急部	 阪本　敏久

O-281（D）	 危険な突発する頭痛発作例
	……… 国立病院機構		名古屋医療センター	救命救急センター		脳神経外科	 高橋　立夫

O-282（D）	 脳幹部の虚血症状で発症し短時間でクモ膜下出血を呈した一例
	…………………………………………………………… 東京警察病院		救急科	 山本　崇弘

O-283（D）	 当院で経験した脊髄硬膜下血腫，くも膜下血腫の 3例
	…………………………………………… 聖路加国際病院		救命救急センター	 本間　洋輔

O-284（D）	 初診時に見逃されたくも膜下出血の検討
	………………………………………………………………… 飯塚病院		救急部	 山田　哲久

O-285（D）	 くも膜下出血後の循環動態に関する多施設共同研究より
	 ―肺水腫等の合併症を低下させる工夫

	……………………… 東京医科歯科大学医学部附属病院		救命救急センター	 磯谷　栄二

17：08 〜 17：56
一般演題

	 「脳血管 3」
	 座長	 国立病院機構		大阪医療センター		救命救急センター	 定光　大海

O-286（D）	 脳膿瘍を合併した Lemierre 症候群の 1例
	……………………………………………… 福岡大学病院		救命救急センター	 杉村　朋子

O-287（D）	 片麻痺で当科に救急搬送された症例の検討
	……………………… 国家公務員共済組合連合会三宿病院		脳卒中センター	 高原　　喬

O-288（D）	 運動麻痺のない脳梗塞を見逃さないために〜小脳梗塞の臨床的検討〜
	…………………… 神戸市立医療センター中央市民病院		救命救急センター	 水　　大介

O-289（D）	 脳心腎連関をふまえた脳梗塞治療の重要性
	…………………………………………………………公立阿伎留医療センター	 河野　大輔

O-290（D）	 脳卒中における病院前診療（PSLS）の標準化の工夫―岐阜県の取り組み
	…………………………… 岐阜大学医学部附属病院		高度救命救急センター	 山田　法顕

O-291（D）	 MPSS を用いた脳卒中救急患者トリアージの有用性の検討
	………………………………………………………横浜労災病院救急センター	 中瀬　　孝
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第 11会場　2F　207 室

9：00 〜 9：48
一般演題

	 「異物・その他 1」
	 座長	 北札幌病院		麻酔科		救急部門	 小川　秀道

O-292	 石鹸の誤食にて喉頭浮腫を呈し気管挿管による気道管理が必要であった一例
	………………………………………… 東京都立墨東病院		救命救急センター	 久米雄一郎

O-293（D）	 縊頸後に遅発性気道狭窄をきたした 1症例
	………………………………………… 獨協医科大学病院		救命救急センター	 鍛　　良之

O-294（D）	 箸刺入による咽頭・頚部異物の 1例
	…………………………………………………………松阪中央総合病院救急科	 星野　　有

O-295（D）	 歯ブラシによる咽頭外傷により縦隔気腫をきたした一男児例
	…………………………… 岐阜大学医学部附属病院		高度救命救急センター	 長屋聡一郎

O-296（D）	 診断に難渋した両側硬膜下血腫を伴う child	abuse と考えられる一例
	…………………石川県立中央病院いしかわ総合母子医療センター小児内科	 今西　洋介

O-297（D）	 急性腹症にて来院した腹腔内異物の 1例
	……………………………………… 京都第二赤十字病院		救命救急センター	 荒井　裕介

9：53 〜 10：41
一般演題

	 「異物・その他 2」
	 座長	 国家公務員共済組合連合会		新別府病院		救命救急センター	 矢埜　正実

O-298（D）	 導尿カテーテルによる尿管閉塞の 1例
	………………… 独立行政法人国立病院機構京都医療センター		救命救急科	 笹橋　　望

O-299（D）	 長時間の正座により横紋筋融解症と下腿コンパートメント症候群をきたした 2例
	………………………………………………………… 自治医科大学		救急医学	 佐藤　裕太

O-300（D）	 Capnocytophaga	canimorsus 感染による敗血症の一例
	………………………………………… 獨協医科大学病院		救命救急センター	 大西　俊彦

O-301（D）	 ドクターカー搬送したアナフィラキシーの症例の検討
	……………………………………………………… 新潟市民病院		救命救急科	 吉田　　暁

O-302（D）	 ER 搬送における自殺者の検討
	………………………………………………… 公立陶生病院		救急集中治療部	 桑原　千秋

O-303（D）	 当院で経験した溺水患者 10 人の検討
	……………………………………………………… 群馬大学		臓器病態救急学	 入江　大介

10：46 〜 11：34
一般演題

	 「多職種連携薬剤師」
	 座長	 社団法人		日本看護協会	 松月みどり

O-304（C）	 救命救急センターにおける薬剤師の役割	―初療室での薬剤師の可能性―
	……………………………………………………… 大田原赤十字病院		薬剤部	 中薗　健一
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O-305（C）	 救命救急センターにおける薬剤師業務の変遷
	……………………………………………… 東海大学医学部付属病院		薬剤部	 横山　　直

O-306（C）	 当院救命救急室における薬剤師業務
	……………………………………………………… 名古屋掖済会病院		薬剤部	 二神　諒子

O-307（C）	 救急領域への薬剤師の関与
	…………………………………………………………… 北里大学病院		薬剤部	 府川美沙子

O-308（C）	 ICU	/	CCUにおける薬物療法支援の変化
	……………………………………………………… 愛知医科大学病院		薬剤部	 加藤　隆寛

O-309（C）	 当院における ICU業務と新たな試み
	……………………………………………………… 明石医療センター		薬剤科	 好田　稔規

12：15 〜 13：15
ランチョンセミナー 5　LS5	 共催：株式会社ベネシス

	 「原子力災害―正しく怖がるための緊急被ばく医療の知識―」
	 	 弘前大学医学部		救急・災害医学講座	 浅利　　靖
	 司会	 済生会千里病院		千里救命救急センター		名誉所長	 太田　宗夫

14：45 〜 15：33
一般演題

	 「臨床研究 1」
	 座長	 日本赤十字社和歌山医療センター		救急部	 千代　孝夫

O-310（D）	 絞扼性イレウスの開腹例 46 例の臨床像，CT所見，手術所見の検討
	…………………………………… 聖マリアンナ医科大学付属病院		救急医学	 入江　康仁

O-311（D）	 救急・集中治療科と連携して診療にあたった産婦人科症例の検討
	………………………… 順天堂大学医学部附属練馬病院	救急・集中治療科	 塩澤　正之

O-312	 アナフィラキシー二相性反応の実態
	……………………………………………… 船橋市立医医療センター		救急科	 陶山謙一郎

O-313（E）	 急性冠症候群症例の分析
	……… 久留米広域市町村圏事務組合		久留米広域消防本部		久留米消防署	 柴　　秀俊

O-314（D）	 心原性ショック及び心原性心肺停止症例におけるプロカルシトニンと予後との検討
	………… 東邦大学医療センター		大森病院	総合診療科		救命救急センター	 高村　和久

O-315（D）	 急性期DIC に対する遺伝子組み換え型ヒトトロンボモジュリン投与の臨床的検討
	………………………… 東邦大学医療センター大森病院	救命救急センター	 一林　　亮

15：38 〜 16：26
一般演題

	 「臨床研究 2」
	 座長	 社会医療法人雪の聖母会		聖マリア病院	救急科	 瀧　　健治

O-316（N）	 起き上がり動作の防止を目的とした抑制具製作の取り組み
	……………………… 東京医科歯科大学医学部附属病院	救命救急センター	 西　　奈緒

O-317（N）	 DVTに対する下肢計測の有効性
	……… 地方独立行政法人大阪府立病院機構		大阪府立急性期・総合医療センター	 北田香央里
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O-318（D）	 頸髄損傷術後の呼吸不全に対して，抜管プロトコルが有用であった一症例
	………………………………信州大学医学部付属病院高度救命救急センター	 新田　憲市

O-319（C）	 救急画像診断における標準教材データベースの開発
	…………………………………………………大阪府立泉州救命救急センター	 坂下　惠治

O-320（C）	 当院における塩酸アミオダロン注の使用状況とスタンダード配置の検証
	……………………………………………………… 新潟県立中央病院		薬剤部	 八木　唯斗

O-321（N）	 ICUにおけるモニター変化からの急変時シミュレーション教育の有用性の検討
	……………………… 愛知県厚生農業協同組合連合会海南病院		集中治療部	 德滿　和実

16：31 〜 17：19
一般演題

	 「呼吸器 1」
	 座長	 医療法人医誠会		医誠会病院		救急診療センター	 丸川征四郎

O-322（D）	 突然，悪化した肺病変を対して，治療に難渋した後に，
	 ネフローゼ症候群由来と考えた 1例

	………………………………………… 雄勝中央病院		内科・循環器科・救急	 鈴木　一郎
O-323（C）	 再発大腸癌に対してCet ＋ CPT-11 投与中に発症した薬剤性間質性肺炎の 1例

	……………………………… 藤田保健衛生大学		坂文種報徳會病院		薬剤部	 平岩　歳久
O-324（D）	 胸痛を繰り返した「悪性関節リウマチ」の 1例

	………………………………………… 雄勝中央病院		内科・循環器科・救急	 鈴木　一郎
O-325（D）	 慢性関節リウマチ，頸椎亜脱臼に胸水貯留を合併した「悪性関節リウマチ」の 1例

	………………………………………… 雄勝中央病院		内科・循環器科・救急	 鈴木　一郎
O-326（D）	 著明な高炭酸ガス血症をきたした 1例

	……………………………… 茨城西南医療センター病院		救命救急センター	 林　　怜史
O-327（D）	 縦隔気腫 13 例の検討

	……………………………財団法人田附興風会医学研究所		北野病院	救急部	 新谷　　裕

17：24 〜 18：12
一般演題

	 「呼吸器 2」
	 座長	 東京女子医科大学東医療センター		救急医療科	 仁科　雅良

O-328（D）	 画像上肺アスペルギルス症を否定できなかった喀血症例
	……………………………………………… 藤沢市民病院		救命救急センター	 赤坂　　理

O-329（D）	 急性呼吸不全を契機に診断された PTTMの 1例
	……………………………… 大阪府済生会千里病院		千里救命救急センター	 波多野麻依

O-330（D）	 2 度のステロイドパルス療法にて救命しえた急性呼吸窮迫症候群（ARDS）の 1例
	…………………………………………………………………… 笹生病院		外科	 園井　英輝

O-331（D）	 H1N1 インフルエンザ肺炎でECMO施行したが，
	 人工肺不全・急性腎不全により死亡，剖検を施行した 1例

	……………………………………………総合病院国保旭中央病院救急救命科	 今長谷尚史
O-332（D）	 種々の人工呼吸管理を用いた重症呼吸不全の 1症例

	……… 独立行政法人国立病院機構		長崎医療センター		救命救急センター	 前田　大介
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O-333（N）	 肺炎患者に非侵襲的陽圧換気を使用した看護経験
	………………………………………………………………都城市郡医師会病院	 平田　健一

第 12会場　2F　201・202 室

9：00 〜 9：40
一般演題

	 「院内急変 1」
	 座長	 札幌北楡病院		外科 /北海道医師会	救急医療部長	 目黒　順一

O-334（N）	 医師・看護師以外の職種に対する急変時対応教育
	……………………………………愛媛県立中央病院		救命救急センター ICU	 山下さつき

O-335（D）	 当院における院内急変対応の現状について
	………………………… 東邦大学医療センター大森病院		救命救急センター	 伊藤　　博

O-336（N）	 救急看護師とコメディカルの協働による緊急時対応活動定着の報告
	…………………………………………………………………鳥取県立中央病院	 堀江　亜紀

O-337（N）	 緊急時対応システムの現状と課題
	………………………………………… 名古屋掖済会病院		救命救急センター	 市川　敦子

O-338（D）	 再発性多発軟骨炎患者に対する気道確保を通じて強調された院内急変対応の重要性
	……………………………………………… 聖マリアンナ医科大学		救急医学	 徳永　英彦

9：40 〜 10：20
一般演題

	 「院内急変 2」
	 座長	 御代田中央記念病院		名誉院長	 鈴木　　忠

O-339（N）	 急変時記録用紙作成の試み〜 ICLS コースでの試用を通して〜
	…………………………………………… 静岡赤十字病院		救命救急センター	 名倉やよい

O-340（D）	 看護師に対する ICLS 研修のあり方についての検討
	……………………… 自治医科大学	メディカルシミュレーションセンター	 鈴木　義彦

O-341（D）	 ICLS コース実技評価における 3人チームメガの導入
	…………………………… 自治医科大学附属さいたま医療センター		救急部	 坪井　　謙

O-342（N）	 急変時対応スキルアップへの取り組み	〜院内メディカルラリー活動報告〜
	……………………… 独立行政法人		国立病院機構		南和歌山医療センター	 森本　　豊

O-343（N）	 当院における心肺蘇生法教育への取り組みと課題
	…………………………………………………………… 市立函館病院		看護局	 松山裕美子


